
７ 芸術（美術） 

学校番号 ２１０ 

 

平成 31 年度 美術科 

 

教科 芸術 科目 美術Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 美術Ⅱ（光村図書） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 美術Ⅰはデッサンや、色彩といった基本的な知識の学習を行ってきました。 

 そこから美術Ⅱでは、美術の中心的な「表現」として「抽象的な考え方」と、「非言語表現」

を学びます。 

 

１学期は昨年に続き色彩の学習です。多くの人に伝えるために欠かせない「明度」についてよ

り深く学びます。 

美術Ⅰで学んだ「色相」「彩度」「明度」という色彩の 3要素の復習と共に、「表現」として、

抽象的な概念を色に置き換える色彩表現を行います。 

 

２学期はイメージ（概念）を色彩に置き換えて表現します。 

はじめに「長尾高校」という具体的な物からのイメージの抽出。続いて「四季」と言う形のな

いものを使った色彩表現。最後に「2025 大阪万博」をテーマにして、自らテーマをプロデュース

していく工程を学びます。ここまでで、美大受験の色彩構成に対応することができるはずです。 

 

 ３学期は「新しいメディア表現」として、デジカメを使ったストップモーション動画に取り組

みます。グループ制作を通して、グループ内でのイメージの共有を図るとともに、どうしたら鑑

賞にストーリーが伝わりやすくなるかを学びます。 

  

２ 学習の到達目標 

①  美術作品の鑑賞や、制作を通して表現の狙いを考えることができる。（鑑賞の能力） 

②  ①の発見を体系的に捉え、使うことが出来る。（構想の能力、創造的な技能） 

③  鑑賞者に①を伝えることを目標に、丁寧に制作に取り組むことが出来る。（意欲・態度） 

 

 

 

 

 



３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:美術への関心・意

欲・態度 
b:発想や構想の能力  c:創造的な技能  d:鑑賞の能力  

観
点
の
趣
旨 

・説明をよく聞き理

解に努めている 

・問いかけに対して

発言し、自己の理

解を深めようと

している 

・制作に対し丁寧に

取り組み、他人に表

現を伝える意欲を

持っている。 

・課題の要点を理解で

きる 

・表現の「ねらい」と

「技法」をリンクし

て考えることがで

きる。 

・「ねらい」を立て

て構想を練ることが

できる。 

・自分で表現の狙い

を立てることがで

きる 

・ねらいに向かって

表現を選択するこ

とができる 

・画材の特性を理解

し制作している。 

・「ねらい」を他人

に伝えるに相応の、

作品の作り込みがで

きる。 

・美術作品の鑑賞を

通して、自分の考

えを書き記すこと

ができる。 

・美術作品に見られ

る表現技術から要

点を抽出して技法

として理解し、扱う

ことができる。 

評
価
方
法 

・授業態度や制作の

様子を観察評価 

・練習課題で、技法

理解を評価 

・本制作のアイディ

アスケッチで「表現

のねらい」から適切

な「技法」を選択で

きているか評価 

 

・作品による総合的

なパフォーマンス

評価 

 

・授業態度を観察評

価 

・ワークシートの記

載内容について考

察の深まりを評価 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学  
期 

題
材
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
（８
ｗ
） 

ト
ー
ン
別
明
度
表
（１
ｗ
） 

【ガイダンス】（１ｈ） 

・授業の受け方について 

・「表現する」ということにつ

いて 

【トーン別明度表一覧】 

○配色カードを切り貼りし、

明度一覧を作る。（１ｈ） 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

a：しっかりと説明を聞き、理解に努め

ているか 

 

ｃ：制作に対して丁寧に取り組めてい

るか？  

 

 

学習活動の様子 

作品 

 

カ
ラ
ー
キ
ュ
ー
ブ
（
４
ｗ
） 

【デザイン】 

○カラーキューブの制作 

・色相／明度／彩度の条件

を確認し配色計画（１ｗ） 

・着彩（３ｗ） 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

a:説明を聞き、課題理解に努めている

か？  

 

b：課題条件を理解し、試行錯誤しなが

ら自ら配色計画を作れるか？ 

 

c：丁寧な制作が出来ているか？ 

 

ワークシート 

制作の様子 

作品 



イ
メ
ー
ジ
表
現
①
（３
ｗ
） 

【デザイン】 

○言葉のイメージによる色

彩構成 

・言葉を抽象化して色彩に

置き換える（１ｗ） 

・着彩（３ｈ） 

・合評（１ｈ） 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:しっかり説明を聞き課題理解に努め

ているか？ 

b:自発的にイメージをあげ、いろんな

視点から配色を考えることができる

か？ 

c:アクリルガッシュの使い方を理解

し、丁寧に表現できているか？ 

d:自分の考えをまとめ、他の生徒に説

明できるか？また他の生徒の表現を

興味を持って理解しようと務められ

るか？ 

 制作の様子 

ワークシート 

作品 

２
学
期
（１
１
ｗ
） 

イ
メ
ー
ジ
表
現
②
（３
ｗ
） 

【デザイン】 

○「長尾高校」のロゴバッジ

を作る 

・学校のイメージを抽象化し

て色に置き換える（１ｗ） 

・デザインを考える（１ｈ） 

・カラー版、モノクロ版の２パ

ターン制作（３ｈ） 

・合評／投票 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:しっかり説明を聞き課題理解に努め

ているか？ 

b:自発的にイメージをあげ、いろんな

視点から配色を考えることができる

か？ 

c:アクリルガッシュの使い方を理解

し、丁寧に表現できているか？ 

d:自分の考えをまとめ、他の生徒に説

明できるか？また他の生徒の表現を

興味を持って理解しようと務められ

るか？？ 

 制作の様子 

ワークシート 

作品 

イ
メ
ー
ジ
表
現
③
（４
ｗ
） 

【デザイン】 

○春夏秋冬をイメージ表現 

・モネの作品鑑賞（１ｈ） 

・四季のイメージを抽象化し

て色彩に置き換える（１ｈ） 

・２つの季節を選択して画面

構成（下書き）をする。（１ｈ） 

・グレースケッチで配色計画

（１ｈ） 

・彩色（２ｗ） 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

a:しっかり説明を聞き課題理解に努め

ているか？ 

b:自発的にイメージをあげ、いろんな

視点から配色を考えることができる

か？ 

c:アクリルガッシュの使い方を理解

し、丁寧に表現できているか？ 

d:美術史上の作品から今回の課題の参

考要素を抜き出し、理解し、自身の

作品につなげるポイントを言葉で示

せるか？  

 制作の様子 

ワークシート 

作品 

イ
メ
ー
ジ
表
現
④
（４
ｗ
） 

 

【デザイン】 

○「２０２５大阪万博」をテー

マにしたポスターを色彩で

表現する。 

・田中一光の表現について

鑑賞（１ｗ） 

・大阪のイメージを抽象化す

る（１ｈ） 

・画面構成・下書き（１ｈ） 

・彩色（２ｗ） 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:しっかり説明を聞き課題理解に努め

ているか？ 

b:自発的にイメージをあげ、いろんな

視点から配色を考えることができる

か？ 

c:アクリルガッシュの使い方を理解

し、丁寧に表現できているか？ 

d:美術史上の作品から今回の課題の参

考要素を抜き出し、理解し、自身の

作品につなげるポイントを言葉で示

せるか？ 

 



３
学
期
（６
ｗ
） 

伝
え
る
工
夫
：ピ
ク
シ
レ
ー
シ
ョ
ン
動
画
（６
ｗ
） 

【新しいメディアデザイン】 

○ピクシレーション動画の制

作 

・課題説明／絵コンテ(1w) 

・練習撮影(1w) 

・練習作品上映。絵コンテ

やカメラアングルの再検討

(1w) 

・本番撮影(1w) 

・iPad を使った編集（１ｗ） 

・鑑賞(1ｗ) 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

a:しっかり説明を聞き課題理解に努め

ているか？ 

 

b:自発的にアイディアを出し、その面

白さをグループや鑑賞者に伝えるた

めの取り組みができているか？ 

  

c:グループメンバーとコミュニケーシ

ョンを取りながら、表現方法に留意

しつつ面白い作品を作り上げられて

いるか？ 

  

d:参考作品から今回の課題の参考要素

を抜き出し、理解し、自身の作品に

つなげるポイントを言葉で示せる

か？  

 

ワークシート 

制作の様子 

作品（絵コンテを

含む） 

 

 

＊標準的な授業時間数を（）で記すが、授業時間数によって変動する。 

 

※ 表中の観点について a:美術への関心・意欲・態度   b:発想や構想の能力 

c:創造的な技能         d:鑑賞の能力 

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 


